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伝統を守る⑫

凍み豆腐作り

凍るほど美昧
手間みまかける

-林太郎さん (72歳 ・上室賀)

「今になってみりゃあ、わしの生

きがいて。ね…」と語る林さんは、今

年でこの道41年目。年間を過して、

豆腐と油揚げを作っており、 12月末

から翌年の2月後半あたりまで、凍

み豆腐作りを行L、ます。凍み豆腐に

ついて林さんは「昔、冬に食べ残し

の豆腐を外に干し、保存食として食

べていたのが、凍み豆腐の起こりだ

とも聞きますJ と。

凍み豆腐作りは、とにかく天候が

相手の作業。早朝の気温がマイナス

5度以下に安定してこないと、上手

に出来ないとのこと。堅〈絞った豆

腐を夕方小さく切 1)分け、外に干し

ます。翌朝、凍った豆腐を 1つずつ

わらで結んで束ね、更に数日干すと

出来上がり。 r今どき、こんなめん

どうな仕事をやる人、ほとんどいな

いんじゃないかな」とキ本さん。

若いころ、ある人に「商売とは、

品物ではなく、人間を売ることだJ

と、林さんは言われ、「それが頭の1I同

にいつもあって…」と。そして、「こ

れからも、頑張れるだけ頑張ります

わ」と、目を輝かせる林さんでした。

新春スケッチ'82 2・3
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判単

eヰ孟ι

首や舞いは、それぞ

怖
く
恕
ん
か
怠
い
V
3
1

上
半
週
地
区
で
獅
子
舞
い

.~'è 

夕、ゲヅヂ

小
泉
の
上
半
過
地
区
で
、
元
旦
に
行
わ
れ
る
恒
例
行
事
、

「
上

半
過
の
元
旦
獅
子
牒
い
」
が
、
今
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の

獅
子
舞
い
は
、
戦
後
途
絶
え
て
い
た
も
の
を
、
地
元
の
青
年
団

体
「
半
過
背
年
文
化
研
究
会
」
(
約
二
十
五
人
・以
下
半
過
育
文

会
)
が
中
心
と
去
っ
て
、
十
五
年
前
に
復
活
さ
せ
た
も
の
。
半

過
青
文
会
は
、
地
元
に
伝
わ
る
古
き
良
き
文
化
を
継
ゑ
し
て
い

く
と
い
う
目
的
で
結
成
さ
れ
、

一花
旦
獅
チ
嫌
い
も
、
そ
の
一
環

・
と
し
て
の
行
事
で
す
。

こ
の
日
は
、
半
過
育
文
会
の
会
員
約
十

五
人
が
、
早
朝
、
氏
神
で
あ
る
鴻
獄
神
社
で
神
楽
を
奉
納
し
、

上
半
過
地
区
五
十
二
軒
を
順
番
に
訪
問
。
笛
、
太
鼓
の
普
色
に

合
わ
せ
て
、
約
百
二
十
五
年
の
歴
史
を
誇
る
獅
子
頭
を
何
度
も

く
ね
ら
せ
、
無
病
息
災
、
天
下
太
平
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。

訴考委
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市の動き

今年の抱負、うまく書けたかな?

塩田公民館の「子ども君主き初め大会」が1月7目、

同公民館て憐lかれま した。参加者は、中嵐回、東塩

田、西塩田の各小学校の児童34入。この臼は「今年

の夢や抱負を書こう」というテーマに添って、それ

ぞれが自由に書くというもの。慣れない手つきで書

いている子や、すいすいと筆を走らせる子など、

みんな思い思いに、夢を文字に表わしていました。

1日 塩田婦人問題研究集会 (塩田公民館)

2日 長野県市長会定例会(長野市)

3日 北陸新幹線沿線協議会陳情(東京)

12月定例市議会招集日(-18日)

4日 市民と市・長の白

6日 市医療問題研究委員会、救急医療体制

の整備に関する結果をまとめ、市長に中間

報告書を提出
Lゅん

8日 大臼木生活改善センター竣工式

9日 12月定例市議会一般質問(15入、 -11

日)

12日 浦野川橋開通式

13日 市社会福祉協議会理事会

議会(思Ij所混泉センター)

15日 市消防団第3分団新消防ポンプ自動車

披露

16日 全国市長会政策推進委員会(東京)

浦里財産区議会 (川西支所)

17日 下室賀財産区議会(下室賀生活改善セ

ンター)

18日 日IJ所地区県営ほ場起工式

信診

別所財産区

19日 北陸新幹線長野県沿線協議会陳情上

室賀財産区議会 (室賀基幹集落セン ター)

上小地区救急緊急医療協議会

20日 整備新幹線建設促進総決起大会(東京)

上回わっしょい英行委員会(商工会議所)

23日 古吉町生活改善センター竣工式
L..~ 

25日 奈良尾生活改善センター竣工式(奈良

尾公民館)

上
品
に
、

-
Y
や
わ
い

新
年
♂

一
服

一
月
二
目
、
上
常
固
め
信
濃
茶
道
会

H
H
'

均
三

で
、
恒
例
の
初
益
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
、
お
お
ぜ
い

の
関
係

者
が
、
か
わ
る
が
わ
る
出
席
。
茶
室
は
、

め
で
た
い
・
怠
味
の
こ
も
っ
た
花
や
掛
け

軸
で
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
和
服
に
身

を
包
ん
だ
出
席
者
は
皆
、
新
春
の
一
服

を
た
ん
の
う
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

市民と市長の日

2月1日(封 午前9時~正午

市長室

(市役所3階)

広報うえだ4.1. 16 [3) 
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【戸議会む示二.1

12月定例市議会ガ、昨年12月3自力ら

同18日さまで、 16日閣の会期で開かれまし

だ。今回は、平成2年度一般会計決算認

定、平成3年度一般会計補正予算、毅育

委員の任命、公平委員・固定資産評価審

査委員の選任など51議案ガ審議され、す

べて可決 ・承認されましだ。決ぎつ定圭

な内容について紹介します。

「国際支流研究

を設置委員会」

一般会計 5億6，000万円を補正

V
主
怠
条
例
の
制
定
・
改
正

マ
災
害
弔
慰
金
の
支
給
な
ど
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

暴
風
、
豪
雨
な
ど
の
災
害
で
死
亡

し
た
遺
族
に
対
す
る
弔
慰
金
の
支
給

な
ど
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
な
ど
の
施
行
に
伴
う
、
支

給
額
の
引
上
げ
な
ど
の
改
正
で
す
。

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

の
一
部
改
正

石
井
光

一
さ
ん

(大
手
町

・
眼
科

医
)
か
ら
の
ご
寄
付
(百
三
十
万
同
)

に
よ
る
基
金
の
額
の
改
正
で
す
。

こ

れ
に
よ
り
、
総
額
は
四
千
五
百
万
阿

マ
上
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

今
後
、
収
入
不
足
が
予
想
さ
札
る

下
水
道
財
政
の
健
全
化
と
、
普
及
率

の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
下
水
道

等
使
用
料
金
審
議
会
の
答
申
に
基
づ

く
使
用
料
の
改
定
で
す
。

こ
れ
に
よ

り
、
四
月

一
日
か
ら
平
均
引
上
率
は

三
十
四
訂
に
。

V
意
見
書

次
の
意
見
警
が
、
今
回
の
議
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

マ
白
内
障
眼
内
レ
ン
ズ
挿
入
手
術
の

保
険
適
用
に
関
す
る
意
見
書

マ
地
方
交
付
税
率
の
堅
持
に
関
す
る

意
見
書

】~主にこのように使われます~一般会計補正予算

置扇寵霊諸民置

1>交通事故防止のため、車両走行安全施設 (市内

5か所)の整備に……………………… 83071円

1>降雪時の交通安全対策の事業に……… 472万円

• • 

E置翠
1>畳間保護者のいない家庭の小学校低学年児童の

育成、指導のため、児童クラブの設置に

・・・・90万円

• -置
1>精神薄弱者の自立生活の助長に・……・….65万円

1>心身障害者など共同作業所の運営費に

• 

ふ
れ
あ
い
の
里
整
備
事
業
に

は
千
百
十
四
万
円
を
。
(
写
真
H

建
設
中
の
「
塩
田
の
館
」
)

-・・86万円

1>私立保育閣の設備鍛{賄事業に………… 452万円

1>塩尻保育閣の改築に………・…………一 480万円

EEヨ
1>人間ドック受診者の補助金に……………75万円

• 

E軍司
1>共通駐車場案内表示板の設置など…… 220万同

• 

[4) 広報うえだ4.1. 16 

【
・回除議場踊・

1>国際交流のあり方、進め方などについて研究を

するため、市民各層からなる「国際交流研究委

員会(15人を子定)を設置…………………24万円
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こみを凝ら~う
-@-

12月市議会で決まった3年度予算

~ 補正予算額 予 算 総額

一 般 会計 5i意6，009方円
310憶9，054方
2千円

特 別 会計
5億9，930方 1521意6，752

9千円 万円

教
育
委
員
に

笠
原
世
為
子
さ
ん

十
二
月
定
例
・
市
議
会
で
、
教
育
委

員
に
笠
原
世
為
子
さ
ん
が
市
議
会
の

同
意
を
如
何
て
任
命
(再
)
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
四
年
。

略

歴
:・
昭
和
女
子
大
学
国
文
科
卒
、

間
ガ
ー
ル

・
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
長

野
県
第
五
団
指
持
者
(現
在
)、
教
育

委
員
会
委
員
(現
在
)

し
っ
か
り
分
別

リ
々
し
マ
減

を， 

乾
電
池
な
ど
は
、
ほ
か
の

も
の
と
区
別
し
て

有
害
ご
み
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
?

社
会
の
発
展
と
と
も
に
、

人
体
に
有
害
な
水
銀
を
含

ん
だ
乾
屯
池
な
ど
の
山
口
聞

が
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ

う
な
有
害
ご
み
は
、
市
の
施
設
で
は

処
理
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
年
間

約
三
十
J
の
乾
電
池
を
収
集
し
て
い

ま
す
が
、
処
理
に
つ
い
て
は
、
国
内

2 

(51歳・中常国)

公
平
委
員
に

武

田

兵

助

さ

ん

(65歳 ・柳町)

ε、、

一
九
)
品
・

J

工、

凶

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
公
平
委

員
に
武
田
兵
助
さ
ん
が
市
議
会
の
同

窓
を
得
て
選
任
(
丙
)さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
四
年
。

略

歴

;・
上
回
繊
維
専
門
学
校
繊
維

農
学
科
卒
、
武
回
味
噌
酪
造
側
代
表

取
締
役
(現
在
)
、
公
平
委
員
会
委
貝

(
現
慌
)

に
た

っ
た

一
つ
し
か
な
い
乾
屯
池
の

.
。
べ

1JW
べ

処
理
工
場
(
北
海
道
留
辺
議
)
に
送

う
て
、
処
埋
を
し
て
い
ま
す
。

乾
電
池
、
蛍
光
灯
、
水
銀
体
温
計

な
ど
水
銀
を
含
む
も
の
は
、
埋
め
立

て
て
も
、
焼
却
し
て
も
、
き
ち
ん
と

水
銀
を
取
り
出
さ
な
い
限
り
、
大
気

や
水
、
さ
ら
に
は
人
体
を
も
汚
染
し

て
い
き
ま
す
。
環
境
汚
染
が
進
め
ば
、

い
ず
れ
人
聞
は
地
球
に
住
ん
で
い
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
乾
電

池
な
ど
の
有
害
ご
み
は
、
必
ず

「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
、
手

で
選
別
を
し
て
い
ま
す
。
出
す
と
き

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

元
木
繁
保
さ
ん

(59歳 ・舞回)

十
二
月
定
例
市
議
会
で
、
悶
定
資

産
評
価
寄
査
委
員
に
元
木
繁
保
さ
ん

が
市
議
会
の
同
志
を
得
て
選
任
(
新
)

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
。
前
任
の

遠
藤
芳
男
さ
ん
に
は
長
い
間
お
勤
め

さ
れ
、
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

略

歴
:
・上
回
松
尾
両
校
卒
、
市
財

政
部
長
、
株
回
自
治
会
長
(現
私
)

は
、
は
っ
き
り
と
分
か
る
よ
う
に
透

明
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
た
り
、
表

示
を
し
て
、
ほ
か
の
ご
み
と
は
別
に

出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

清
捕
事
務
所
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
(
岱
⑫

0
6
6
6
)
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環
境
に
や
さ
し
い
あ
な
た
/

生
活
講
座
へ
ど
う
ぞ

生
活
が
豊
か
で
使
利
に
な
る
一
方

で
、
わ
た
し
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

圃

予

防

接

種

の

補

助

…

圃

リ

サ

イ

ワ

ル

ワ

ェ

ス

…

圃

危

険

物

取

扱

者

め

保

E

-

E

E

-

園

者

を

募

集

し

ま

苛

…
圃

テ

ィ

パ

ル

関

手

ま

苛

…

圃

安

講

習

会

を

開

催

f

市
で
は
、
保
有
国
、
幼
惟
困
、
小
…
も
の
を
大
切
に
す
る
意
識
を
高
め
、

…

一
平
成
三
年
度
第
二
回
講
習
会
で
す
。
…

中
学
校
な
ど
で
行
う
子
防
接
慌
の
補

…
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

…

マ
と
き
・
と
こ
ろ
二
月
二
十
一

助
を
し
て
く
れ
る
人
を
次
に
よ
リ
拡

…
・
も
の
を
大
切
に
す
る
県
民
運
動
推
…

日

ω県
林
業
セ
ン
タ
ー
(長
野
市
)
、

集
し
ま
す

…

進

大

会

…

二
月
二
十
四
日
開
松
本
合
同
庁
令

マ
資
格
川
看
護
婦
ま
た
は
保
健

一

マ
と
き

二
月
十
五
目
的
午
後
一

一
マ
申
し
込
み

附
長
野
県
危
険
物
安

…

崎
の
免
許
が
あ
る
人

ω上
田
市
民

ω
…
時
1

マ
と
こ
ろ
文
化
会
館

マ
…

全
協
会
{
干
捌
長
野
市
大
字
南
長
野

一

現
在
病

・
医
院
な
ど
に
勤
務
し
て
い

…
内
容
講
債
と
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ

ツ

…
四
一
九
県
安
科
庁
合
内

・
8
0
2
6
…

な
い
人

マ
募
集
人
員

若
干
名

…
シ
ョ
ン

マ
問
い
合
わ
せ

生

活

環

…
2
⑮
2
7
9
0
)
へ
一
月
二
十
七
日

…

マ
必
要
書
類

ω申
込
書
、
履
歴
書

…
境
課
(
内
線
1
3
8
8
)

…
仰
か
ら
同
三
十
一
日
樹
ま
で
に
ど
う

…

(
保
健
予
防
課
に
あ
り
ま
す

)ω
看

…

…

ぞ
。

護
婦
ま
た
は
保
健
婦
の
免
許
証
の
写

…

・

ご

み

減

量

・

再

資

源

化

促

進

フ

エ

…

…

し

マ
申
し
込
み

市
役
所
南
庁
舎
n

…

ア

…

圃

『

消

費

者

毛

Z
9
1』

三
階
保
健
予
防
課
へ
内
線
1
3
7
3
)
…

マ

と

き
二
月
十
五
日

ω
・
十
六

…
・

へ
二
月
二
十
九
日
出
ま
で
に
申
し
込

…
日
制

マ
と
こ
ろ
中
央
公
民
館

…
・

ゃ

っ

マ

み

ま

せ

ん

か

ん
で
く
だ
さ
い
。

…
マ
内
容

家
庭
で
で
き
る
ご
み
の
減

…

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
消
費
者

…

一
回議

・
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
パ
ネ
ル
展

…
の
皆
さ
ん
の
生
活
経
験
に
照
ら
し
た

…

示
、
牛
乳
パ

ッ
ク
を
利
用
し
た
は
が

…
意
見

・
要
望
な
ど
を
消
費
者
行
政
に

…

き
づ
く
り

・
空
き
缶
回
収
機
な
ど
の

…
役
立
て
る
た
め
、
次
の
と
お
り
募
集

…

実
績
な
ど

マ
問
い
合
わ
せ

生
活

…
し
ま
す
。

環
境
謀

(内
線
1
3
8
8
)

…
マ
応
募
資
格

二
十
歳
以
上
の
消

…

…
費
者

マ
申
し
込
み

申
込
用
紙
が

…

一
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
9
0
)
に

…

…
あ
り
ま
す
。
期
限
は
二
月
十
日
間
ま

…

で
。

一

で
環
境
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

現
在
の
使
い
捨
て
主
体
の
生
活
を

続
け
る
か
、
便
利
さ
を
多
少
犠
牲
に

し
て
も
環
境
へ
の
負
担
を
軽
く
す
る

生
活
を
選
ぶ
か
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
問
題
で
す
。
参
加
無
料
。

マ
と
き

二
月
七
日
樹
午
後
一
時

三
十
分

マ
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

マ
内
容

評
論
家

・
船
瀬
俊
介
さ

ん
に
よ
る
講
演
で
「
い
き
い
き
し
た

緑
と
安
全
な
水

・
大
気
を
と
り
戻
そ

う
」

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境

課
(
内
線
1
3
9
0
)

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の

団
員
を
募
集

マ

対

象

小
学
校
新
一
年
生

1
高
校
三
年
生

マ
人
員

若

干
名

マ
申
し
込
み

二
月
二
十

九
日

ωま
で
に
青
少
年
謀
(
内

線
1
7
3
2
)
へ
。
電
話
に
よ

る
申
し
込
み
も
可
。

$、、
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明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

(6] 

入
選
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
と
上
回
市
選
挙
管
理
委
員

会
で
「
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
」

を
九
月
十
六
日
付
け

「広
報
」

で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

市
民
一
人
ひ
と
り
が
政
治
や
選

挙
に
関
心
を
も
ち
、
常
に
明
る

く
き
れ
い
な
選
挙
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
と
の
ね
ら
い
で
す
。

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
次

の
作
品
が
入
選
と
な
り
ま
し
た
。

(敬
称
略
)

マ
明
る
い
選
挙
私
の
街
の

合
い
言
葉

成
沢
仁
子
(
諏
訪
部
)

マ
確
か
め
て
よ
く
見
て
聞
い

て

選

ぶ

人
真
島
平
一

(踏
入
)

マ
世
の
中
を
良
く
す
る
私
の

こ
の
一
票
小
林
頼
人

(諏
訪
形
)

マ
行
こ
う
投
票
ノ

未
来
は
あ

な
た
の
手
の
中
に

小
林
タ
ズ
コ

(諏
訪
形
)

マ
大
切
な
私
の
一
票
私
の



2月の相談

I~I主納付のかた 、 口座振待が便利です!

園
紛
じ
ん
『
ち
う
い
ν
や

』

…

も
本
格
的
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
寸
。

…
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

・

…
一
一刻
も
早
く
粉
じ
ん
の
発
生
を
主
く

一

卦
活
環
境
課
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ

…

聞

大

型

車

也

脱

ス

パ

イ

ワ

…

し
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
脱
ス
パ

…
イ
ヤ
の
ピ
ン
抜
き
機
を
お
貸
し
し
て

…

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
の
禁
止

…
イ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

…
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

…
お
よ
び
そ
の
罰
則
の
適
用
が
猶
予
さ

…

雪

か

を

や

道

路

の

清

掃

は

…

マ

問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(内

…

…
れ
て
い
る
大
型
車
等
に
つ
い
て
、
猶

…

み

ん

な

の

力

で

/

…

線

1
3
8
9
)

日
予
期
限
が
「
平
成
五
年
三
月
三
十
一

ぃ

交
通
量
の
少
な
い
生
活
道
路
で
は
、

一

…

…
日
」
と
決
ま
リ
ま
し
た
。

…
日
・
中
治
け
ず
に
践

っ
た
雷
が
凍
結
し

…
L

ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
い
て

…
て
し
ま
い
ま
す
。
自
宅
や
事
業
所
周

…
一

い
る
皆
さ
ん
、
禁
止
に
な
る
ま
で
は

…
辺
の
雪
か
き
を
し
て
、
脱
ス
パ
イ
ク

…
山

口
い
て
い
た
っ
て
か
ま
わ
な
い
と
思
つ

一
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一

…
て
い
ま
せ
ん
か
。
昨
年
の
秋
か
ら
、

…
※
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
、
交

…
u

…
大
型
車
用
の
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
一
通
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対

日
叶

4期
7期

納期限は4月31日です

今月の納税
市県民税

国民健康保険税

相 2炎 名 日 時 会場など

法 待雪 相 j炎
2月14日(金)
13:30-15:30 i!i 予約先は生活環

(予 約 IllIJ) 2月28臼(金) f支 境課(内線1388) 
13: 30-15: 30 所

人権 ・悩みごと相談
2月6日(水)

宮
13: 00-16: 00 ⑫ 生活潔境諜

2月13日(木) 4 (本庁合3階)
土地建物相談

13:00-16:00 
1 。

2月1日{土)
。
農業委員会

農地問題相談
8 : 30-17 : 00 (今;庁令21培)

行 政 キ~I 談
2 Ji 10日(月)

西武デノ、ート
10: 00-15: 00 

心配ごと相談
毎週火曜日

10: 00-15 : 00 社会悩祉協議会

法 律 相 談
2月15日(土) 宮 ⑫ 2025
10: 00-正午

法 筒E 中日 2炎 2月19日(水)
(予約制) 13: 30-15 : 30 上回商工会議所

保険年金相談
毎週月一金Irlil日 宮 ⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

市 t巳 相 3炎 毎週月~土IIId8 (午前)
消費生活相談 9 : 00-17 : 00 市 生活路境課

父 通 相 談
毎週月~金曜日 i生

(南庁舎3階)

9 : 00-16 : 00 

毎週月~土11長日(午前) 所 健康相談室
#! 康 相ヰ 談

9 : 00-16 : 00 (南IT令2階)

※市民相談はil!!i斤舎2措から南庁舎3階へ移りました。

※市役所は、第2・第4土曜日は閉斤(休み)となります。

意
志
で山
岸
ち
づ
子
(
黒
坪
)

マ
確
か
め
て
よ
い
人
選
ん
で

よ
い
政
治竹
内
哲
子
(
新
田
)

な
お
、
以
上
の
入
選
作
品
に

つ
い
て
は
、
今
後
明
る
い
選
挙

推
進
の
た
め
積
極
的
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
(
内
線
1
6
7
2
)

一
月
二
十
六
日
は

「
文
化
財
防
火

デ
|
」。
こ
の
日
は
、
昭
和
二
十
四
年

に
、
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
け
て

し
ま

っ
た
日
で
す
。

ま
た
、
一
、
二
月
は

一
年
の
っ
ち
で

最
も
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
で
す
。
そ
の
た
め
、

文
化
財
を
火
災
な
ど
の
災

害
か
ら
守
っ
て
い
こ
う
と

す
る
文
化
財
防
火
活
動
が

全
国
で
行
わ
れ
ま
す
。

上
田
市
は
県
内
で
も
有

数
な
文
化
財
の
宝
庫
で
す
。

こ
の
社
主
な
財
産
は
、
わ

文
化
財
は
子
と
も
た
ち
へ
の
贈
り
物

た
し
た
ち
だ
け
の
も
の
で
は
あ
リ

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
ゃ
孫
た
ち

へ
の
贈
り
物
と
し
て
、
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気

持
ち
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

広報うえだ4.1. 16 〔ア}



-小川義博〈ん

( 4歳・よ青木)

rショベルカ一、タ.ンプな

どの働く寧が好き。食欲も

おう盛です」 と母のゅう子

さん。

保健

保健予防課(内線 1374)

2月の乳幼児健康診査

b受付時間 いずれも午後l時-2時 1>持ち物

母子健康手帳、パスタオル(4・10か月児)、鈎フ.ラシ

( 1歳6か月児)01歳6か月児は、赤ちゃん手i阪の中

にある健康診査票に記入してお持ちください。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わ 1)ました。また、視聴覚

検査のアンケートも加わりましたので用紙をお送りし

ます。ご記入のうえ健康診査にお出かけください。

あなたは自分の老後を

どう支えますか
2月ア白から中央公民館で

現在、介護でお悩みのかた、また老後に不安をお

持ちのかた、今どんな制度やサービスを受けられる

かご存じですか。 r寝たきり」や「一人暮らし」な

ど、さまざまな老人問題を学び、老後をどう支え合

うか考えてみましょう。

1>日程と内容 別表のとおり 1>時間 毎・回午前

10時~正午 1>ところ 中央公民館 (⑫0760) 1> 

定員 30人 1>受講料 720円 b申し込み 1月

27日(月)から受講料を添えて中央公民館で受け付けま

す。(平日は午前9時~午後5時。ただし、土曜日

は正午まで。第2・第4土曜日は休みです)

悶数

2 

3 

d 

5 

6 

7 

保健センター(市役所南庁舎2階)

健診 実地日 生年 月 日

4 カミ 月
2月4日 3. 9. 16-9. 30 
2月18日 3. 10. 1-10. 15 

10 fJ'、 月
2月6臼 3. 3. 16-3. 31 
2月27日 3. 4. 1-4. 15 

1歳6か月
2月5日 2. 7. 16-7.31 
2月26日 2 8. 1-8. 15 

3 歳
2月13日 64. 1 .1-5じ.1 .15 
2月21B 3じ. 1. 16-1. 31 

塩田母子健康センター(塩田地区)

4 か月 I_ ___ I 3. 9.16-10.15 
I 2月7日 1

10 カa 月 I-". - I 3. 3. 16-4. 15 
3 歳 I2月28日 I63.12.1-元.1 .31 
川西社会福祉センター(川西地区)

4 か月 I I 3. 9. 16-10. 15 
10 か月
1歳 6か月

2月14日 3. 3. 16-4. 15 
2. 7. 16--8. 15 

6参痴某性老人をかかえる家族の会
1>とき 1月31日働午後1時30分-3時30分

1>ところ 市保健センター(南庁舎2階) 1>内

容 国立小諸療養所精神科医師 ・問中恒三学さんに

よる講演「痴呆のお年寄りへの対応について」 、

話し合い ・相談 1>その他 当日介護を代わる人

がいない場合は、婦人ボランティアが伺いますの

で、1月24日除)までにご述結くださb、。 1>問い

合わせ 保健予防課(内線1377)

成人セミナーの日程と内容

月日 内 山首 講師

2月7自信谷 オリ エンテーション ・自己紹介

2月21日倹t絡し合い

3月6自信卸 上回市の老人箔祉への取リ組み 市職員

3月27目指卸 上田市社会得祉協織会の活動 祉協稔員

4月10自信銀 ボランテイアからみた老人福祉の現状 本山ケイ子さん

4月24日鎗'武石村高齢者多目的センタ一見学

5 月 8 日~ まとめの会 一

土蟻日の外来診療が

多¢ 休診になります f
東信病院では、 1月25日出から土曜日の
外来診療(救急部門を除く)が全診療科休

診となります。ご協力をお願いします。
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